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クリーンテック株式＆
グリーンボンド・ファンド

（資産成長型）
（愛称：みらい Earth 成長型）
（予想分配金提示型）

（愛称：みらい Earth 分配型）★当 ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／内外／資産複合
信託期間 2020年 2 月18日～2050年 5 月11日
運用方針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資
対　　象

イ ．ＢＮＰパリバ・クリーンテック関連株式ファンド（為
替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）の受益証券

ロ ．ＢＮＰパリバ・グリーンボンド・ファンド（為替ヘッ
ジなし）（適格機関投資家専用）の受益証券

組入制限 投資信託証券組入上限比率 無制限

分配方針

資産成長型

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買
益（評価益を含みます。）等とし、原則とし
て、信託財産の成長に資することを目的に、配
当等収益の中から基準価額の水準等を勘案して
分配金額を決定します。ただし、配当等収益が
少額の場合には、分配を行なわないことがあり
ます。

予想分配金
提 示 型

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買
益（評価益を含みます。）等とし、原則とし
て、分配対象額の範囲内で、下記イ．および
ロ．に基づき分配します。ただし、分配対象額
が少額の場合には、分配を行なわないことがあ
ります。
　イ ．計算期末の前営業日の基準価額（ 1万口

当り。既払分配金を加算しません。以下同
じ。）が10, 500円未満の場合、原則とし
て、基準価額の水準等を勘案して分配金額
を決定します。

　ロ ．計算期末の前営業日の基準価額が10, 500
円以上の場合、原則として、当該基準価額
に応じ、下記の金額（ 1万口当り）を分配
することをめざします。

（ａ）10, 500円以上11, 000円未満の場合…300円
（ｂ）11, 000円以上11, 500円未満の場合…350円
（ｃ）11, 500円以上12, 000円未満の場合…400円
（ｄ）12, 000円以上12, 500円未満の場合…450円
（ｅ）12, 500円以上の場合　　　　　　…500円
　なお、当該計算期末に向けて基準価額が急激
に変動した場合等には、上記の分配を行なわな
いことがあります。

受益者のみなさまへ

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
当ファンドは、日本を含む世界のクリーン

テック関連企業の株式およびグリーンボンド
に投資し、信託財産の成長をめざしておりま
す。当作成期につきましてもそれに沿った運
用を行ないました。ここに、運用状況をご報
告申し上げます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、

お願い申し上げます。

◇SUZ0341020260511◇

運用報告書（全体版）
第13期

（決算日　2026年 5 月11日）
（作成対象期間　2025年11月12日～2026年 5 月11日）



クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（資産成長型）

資産成長型

決　　算　　期
基 準 価 額 投 資 信 託

受 益 証 券
組 入 比 率

純 資 産
総 　 額（分配落） 税 込 み

分 配 金
期 　 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ 百万円
9期末（2024年 5 月13日） 14, 272 0 17. 8 99. 5 8, 144 
10期末（2024年11月11日） 14, 323 0 0. 4 99. 3 7, 387 
11期末（2025年 5 月12日） 13, 705 0 △ 4. 3 99. 5 6, 289 
12期末（2025年11月11日） 15, 368 0 12. 1 99. 1 6, 294
13期末（2026年 5 月11日） 16, 460 0 7. 1 99. 3 6, 139

（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

 最近5期の運用実績
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（資産成長型）
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基準価額等の推移について 

運用経過

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

■基準価額・騰落率
期　首：15, 368円
期　末：16, 460円（分配金 0円）
騰落率：7. 1％（分配金込み）

■基準価額の主な変動要因
当作成期の基準価額は、保有株式の上昇や、為替相場で米ドルやユーロが対円で上昇（円安）し
たことがプラス寄与したことなどから、上昇しました。
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（注）分配金再投資基準価額は、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。

■組入ファンドの当作成期中の騰落率と期末の組入比率
組入ファンド 騰落率 比　率

ＢＮＰパリバ・クリーンテック関連株式ファンド
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） 11. 5％ 51. 6％

ＢＮＰパリバ・グリーンボンド・ファンド
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） 3. 8％ 47. 7％
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（資産成長型）

 年　　　月　　　日
基　　　準　　　価　　　額 投 資 信 託

受 益 証 券
組 入 比 率騰　　落　　率

円 ％ ％
（期首）2025年11月11日 15, 368 ― 99. 1

11月末 15, 411 0. 3 99. 5
12月末 15, 420 0. 3 99. 5

2026年 1 月末 15, 400 0. 2 98. 9
2 月末 15, 843 3. 1 99. 2
3 月末 14, 991 △ 2. 5 99. 2
4 月末 16, 292 6. 0 99. 5

（期末）2026年 5 月11日 16, 460 7. 1 99. 3
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（資産成長型）

4

■グローバル株式市況
グローバル株式市況は上昇しました。
米国株式市況は、当作成期首より、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）の利下げ観測や半導体・
ＡＩ（人工知能）関連企業の好業績を背景に、上昇しました。2026年 1 月以降は、経済指標の改善
やインフレ沈静化が下支えとなった一方、「ＡＩ脅威論」や地政学リスクの高まりを受けて、株価
は一時的に方向感に欠ける場面も見られました。その後、 3月以降は中東情勢の緊迫化により先行
き不透明感が強まり調整する局面もありましたが、総じてＡＩ・半導体関連株の上昇がけん引し、
米国株式市場は当作成期を通じて上昇し、当作成期末を迎えました。欧州では、ＥＣＢ（欧州中央
銀行）が慎重な金融政策姿勢を維持する中、金利動向や地政学リスクの影響を受けて推移しまし
た。当作成期首より、米国株式市場の上昇に連動する場面も見られましたが、当作成期末にかけて
は、中東情勢の悪化やエネルギー価格上昇によるインフレ懸念が重しとなり、米国に比べると相対
的に上値の重い展開となりました。
■グローバル債券市況
グローバル債券市場では、金利は上昇（債券価格は下落）しました。
グローバル債券市場では、当作成期首以降、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）の利下げの決定
やさらなる追加利下げを示唆したことにより、米国金利は一時的に低下（債券価格は上昇）したも
のの、米国経済の底堅さを背景に2025年末にかけて上昇しました。一方、欧州では、ＥＣＢ（欧州
中央銀行）が政策金利の据え置きを継続し様子見姿勢を維持したことから、金利は同年末まで上昇
基調で推移しました。その後、2026年 1 月には、ＦＲＢの独立性への懸念などから金利は上昇しま
したが、 2月には景気先行き不安が意識され、金利は低下しました。当作成期末にかけては、中東
情勢の緊迫化による原油価格の上昇を受け、インフレ懸念が強まり、金利は再び上昇基調となりま
した。特に欧州では、原油依存度の高さからインフレ上昇懸念が高まり、利上げが意識されたこと
から金利は大きく上昇しました。
グリーンボンド市場の代表的指数である ICE BofA グリーンボンド指数は、スプレッド（国債に
対する上乗せ金利）は縮小したものの、金利が上昇したことから、トータルリターンはほぼ横ばい
となりました。
■為替相場（米ドル／円、ユーロ／円）
対円で米ドル、ユーロはともに上昇（円安）しました。
対円為替相場は、当作成期首以降、自民党総裁選挙の結果を受けて積極財政への期待や緩和的な
金融環境が続くとの見方が広がり、リスク選好度の高まりから円安が進行しました。2026年 1 月に
は、衆議院解散を受けて積極財政が推進されるとの思惑から円安が進む場面も見られた一方で、日
米両国当局によるレートチェック観測を受け、円高に振れる局面もありました。 2月には、日本政

投資環境について （2025. 11. 12 ～ 2026. 5. 11）
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（資産成長型）
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前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
純資産総額に対して、「クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）」の組入比率を

50％程度、「グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）」の組入比率を50％程度とすることを
めざします。
※クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）：ＢＮＰパリバ・クリーンテック関連株
式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
　グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）：ＢＮＰパリバ・グリーンボンド・ファンド
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）

■クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）
当ファンドは、「地球温暖化対策」、「環境汚染防止」、「廃棄物処理・資源有効利用」、「持続可能

な食糧供給」、「革新的な技術基盤」などのテーマに着目して、これらの分野で優れた技術を有し、
その技術を事業化している企業に投資を行います。環境産業は、環境への世界的な関心の高まりに
加え、新たなテクノロジーの出現や政府および国際機関による政策的後押しなどによってさらなる
投資機会が創出されるものと期待されます。引き続き、高い技術力と競争優位性のある質の高いク
リーンテック関連企業に投資することにより、地球環境を守るための政策の後押しや人々の行動の
変化を背景に長期的な成長が期待できると考えます。
■グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）

当ファンドは、グリーンボンド、すなわち二酸化炭素の排出量削減や再生可能エネルギー発電能
力の増強など、環境にやさしいプロジェクト向けの資金調達を目的として発行された公社債に投資
を行います。資金使途を環境分野へ限定したグリーンボンドは、近年、環境意識の高まりなどから
発行体の数が増加し、発行する業種にも多様化が見られます。グリーンボンドは、市場規模の拡大
に伴い、今後注目が高まる投資資産と考えています。当ファンドでは、クレジット分析などの一般
的な債券分析の手法に加えて、ＥＳＧ（環境・社会・ガバナンス）の観点からも銘柄を選定するこ
とで優良なグリーンボンドへの投資を行い、安定したリターンを獲得することをめざしていく方針
です。

府・日銀の緩和的姿勢などが意識され、再び円安が進行しました。 3月には、中東情勢の緊迫化を
背景にリスク回避姿勢が強まり、米ドルは幅広い通貨に対して上昇しました。 4月は、中東情勢の
長期化による原油価格高止まり懸念から円安圧力が高まり、 4月末から当作成期末にかけて、日銀
の米ドル売り／円買い介入が実施された観測が支配的となったものの、影響は限定的にとどまりま
した。ユーロは、ＥＣＢ（欧州中央銀行）が政策金利据え置き姿勢を維持した後、原油高によるイ
ンフレ懸念の高まりなどから利上げ観測が高まり、対円で堅調に推移しました。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（資産成長型）
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■当ファンド
当ファンドは、「クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）」および「グリーンボン

ド・ファンド（為替ヘッジなし）」へ投資するファンド・オブ・ファンズです。当作成期は、純資
産総額に対して、「クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）」の組入比率を50％程
度、「グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）」の組入比率を50％程度、組み入れました。
■クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）

当ファンドは、「地球温暖化対策」、「環境汚染防止」、「廃棄物処理・資源有効利用」、「持続可能
な食糧供給」、「革新的な技術基盤」などのテーマに着目して、これらの分野で優れた技術を有し、
その技術を事業化している企業に投資を行います。
「地球温暖化対策」では米国の再生可能エネルギー大手のネクステラ・エナジー、「環境汚染防
止」では水技術ソリューションを提供するザイレム、「廃棄物処理・資源有効利用」では米国の廃
棄物処理業者ウエイスト・マネジメント、「革新的な技術基盤」では米国の半導体企業エヌビディ
アなどの企業に投資しました。
■グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）

当ファンドは、グリーンボンド、すなわち二酸化炭素の排出量削減や再生可能エネルギー発電能
力の増強など、環境にやさしいプロジェクト向けの資金調達を目的として発行された公社債に投資
を行います。通貨別では、ユーロ建てが最も多く、次いで米ドル建てなどに投資しました。債券種
別配分では社債を多めに配分しました。地域別では、欧州周辺国への配分を市場平均よりもやや多
めとし、新興国については引き続きチリなどを中心に配分しました。

ポートフォリオについて （2025. 11. 12 ～ 2026. 5. 11）

当ファンドは、「ＥＳＧファンド（インパクトファンド）＊」です。
＊ ＥＳＧファンドとは、ＥＳＧを投資対象選定の主要な要素としており、その内容に関する開示が
可能なファンドです。
＊ ＥＳＧファンドのうち、経済的リターンと並行して社会や環境にポジティブなインパクトをもた
らす、いわゆる「社会的リターン」の獲得をめざすファンドを特に「インパクトファンド」と定
義しています。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（資産成長型）
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〇ＥＳＧの観点により選定した銘柄への投資比率について
・ 「クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）」の主要投資対象である「ＢＮＰパリ
バ・クリーンテック関連株式マザーファンド」において、ＥＳＧの観点により選定した銘柄に
常に純資産総額の70％以上投資を行います。

ＥＳＧの観点により選定した銘柄の組入比率の推移

※比率は「ＢＮＰパリバ・クリーンテック関連株式マザーファンド」の純資産総額に対する比率です。
　出所：ＢＮＰパリバ・アセットマネジメント

98. 4％ 97. 6％ 98. 1％ 97. 9％ 97. 8％ 97.8％

70％

0. 0％

50. 0％

100. 0％

2025年
11月末

2026年
1 月末

12月末 2月末 3月末 4月末

・ 「グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）」の主要投資対象である「ＢＮＰパリバ・グ
リーンボンド・マザーファンド」において、ＥＳＧの観点により選定した銘柄に常に純資産総
額の75％以上投資を行います。

ＥＳＧの観点により選定した銘柄の組入比率の推移

※比率は「ＢＮＰパリバ・グリーンボンド・マザーファンド」の純資産総額に対する比率です。
　出所：ＢＮＰパリバ・アセットマネジメント

2025年
11月末

2026年
1 月末

12月末 2月末 3月末 4月末

96. 3％ 97. 9％ 98. 1％ 93. 4％ 97. 6％ 98. 2％

75％

0. 0％

50. 0％

100. 0％

〇インパクトの達成状況について
当ファンドのインパクトの達成状況の概要（2025年12月末時点、出所：ＢＮＰパリバ・アセッ
トマネジメント）は次のとおりです。
・ 「ＢＮＰパリバ・クリーンテック関連株式マザーファンド」への100万ユーロの投資は、年間
当たり140トンのCO2 排出削減効果をもたらしました（※ 1）。
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　（※ 1） 投資先企業が属する業種の排出量平均と投資先企業の排出量を投資金額100万ユーロ当
たりの数値で比較し、平均より下回った分を当該企業の削減量とし、保有ウエートで
加重平均して算出しています。

・ 「ＢＮＰパリバ・グリーンボンド・マザーファンド」への100万ユーロの投資は、年間当たり
56トンのCO2 排出削減効果をもたらしました（※ 2）。
　（※ 2） 外部機関が算定した投資先債券のCO2 削減量をもとに、保有ウエートで加重平均して

算出しています。

当ファンドのインパクトの達成状況の詳細については、別途「インパクトレポート」を作成
し、大和アセットマネジメント（以下「当社」といいます。）ウェブサイトにて公開しておりま
す。表紙に記載の方法で当社ウェブサイトより当ファンドを選択いただき、「ファンドに関する
お知らせ一覧」からご覧ください。

〇組入ファンドの運用会社がスチュワードシップ方針に沿って実施した行動について
組入ファンドの運用会社であるＢＮＰパリバ・アセットマネジメントは、お客さまにとって受
動的なパートナーではなく、お客さまに代わって資産を運用するアクティブオーナーです。同社
のスチュワードシップ戦略は、長期的に企業業績やお客さまの資産価値に大きな影響を与える可
能性がある懸念事項を提起し、お客さまの投資を保護することを目的としています。同社は、投
資リスクの低減、リターンの向上、そして社会と環境へのポジティブなインパクトの実現に努め
ています。

ＢＮＰパリバ・アセットマネジメントがスチュワードシップ方針に沿って実施した行動の概要
は次のとおりです。

・過去 1年間に行ったエンゲージメント活動におけるテーマ内訳（2026年 4 月末時点）

注）四捨五入の関係で0. 0％となったテーマや実際に 0％のテーマについては、グラフには表示しておりません。
※スチュワードシップ活動の活動件数（暦年）については、後述のウェブサイトに掲載される報告書をご覧ください。

ＢＮＰパリバ・クリーンテック
関連株式マザーファンド

ＢＮＰパリバ・グリーンボンド・
マザーファンド

21. 0％
2. 0％

58. 0％

28. 0％

5. 0％

7. 0％

3. 0％

25. 0％

23. 0％
10. 0％

12. 0％

5. 0％

気候変動
自然資本と生態系
人的資本
人権
公衆衛生
コーポレート・ガバナンス
企業倫理

（出所：ＢＮＰパリバ・アセットマネジメント）
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当作成期は、経費控除後の配当等収益が少額だったため、収益分配を見送らせていただきました。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

分配金について

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。

ベンチマークとの差異について

■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2025年11月12日
～2026年 5 月11日

当期分配金（税込み） （円） ―
対基準価額比率 （％） ―
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） ―  

翌期繰越分配対象額 （円） 6, 459 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注 4） 投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価
額を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお
支払いすることはございません。

ＢＮＰパリバ・アセットマネジメントのスチュワードシップ方針やスチュワードシップ活動
の詳細については、同社のウェブサイトをご覧ください。
https://www.bnpparibas-am.com/ja-jp/capabilities/investing-sustainably/
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■当ファンド
純資産総額に対して、「クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）」の組入比率を

50％程度、「グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）」の組入比率を50％程度とすることを
めざします。
■クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）

当ファンドは、「地球温暖化対策」、「環境汚染防止」、「廃棄物処理・資源有効利用」、「持続可能
な食糧供給」、「革新的な技術基盤」などのテーマに着目して、これらの分野で優れた技術を有し、
その技術を事業化している企業に投資を行います。環境産業は、環境への世界的な関心の高まりに
加え、新たなテクノロジーの出現や政府および国際機関による政策的後押しなどによってさらなる
投資機会が創出されるものと期待されます。引き続き、高い技術力と競争優位性のある質の高いク
リーンテック関連企業に投資することにより、地球環境を守るための政策の後押しや人々の行動の
変化を背景に長期的な成長が期待できると考えます。
■グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）

当ファンドは、グリーンボンド、すなわち二酸化炭素の排出量削減や再生可能エネルギー発電能
力の増強など、環境にやさしいプロジェクト向けの資金調達を目的として発行された公社債に投資
を行います。資金使途を環境分野へ限定したグリーンボンドは、近年、環境意識の高まりなどから
発行体の数が増加し、発行する業種にも多様化が見られます。グリーンボンドは、市場規模の拡大
に伴い、今後注目が高まる投資資産と考えています。当ファンドでは、クレジット分析などの一般
的な債券分析の手法に加えて、ＥＳＧ（環境・社会・ガバナンス）の観点からも銘柄を選定するこ
とで優良なグリーンボンドへの投資を行い、安定したリターンを獲得することをめざしていく方針
です。

今後の運用方針
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1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2025. 11. 12～2026. 5. 11） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬 88円 0. 567％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は15, 560円です。

（投 信 会 社） （27） （0. 175）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社） （59） （0. 382）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社） （2） （0. 011） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 ― ―
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税 ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 1 0. 004 その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監 査 費 用） （1） （0. 004） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合　　　　 計 89 0. 571

（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1. 72％です。

総経費率
1. 72％

運用管理費用
（投信会社）
0. 35％

運用管理費用
（販売会社）
0. 77％

運用管理費用
（受託会社）
0. 02％

その他費用
0. 01％

運用管理費用
0. 51％

運用管理費用以外
0. 05％

　投資先
ファンド
0. 56％　

当ファンド
1. 15%

総経費率　（　①　＋　②　＋　③　） 1. 72％
①当ファンドの費用の比率 1. 15％
②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0. 51％
③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0. 05％

（注 1）投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）投資先ファンドにおいて、上記以外に含まれていない費用は認識しておりません。
（注 4）各比率は、年率換算した値です。
（注 5）①の費用は、 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 6）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。
（注 7）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注 8）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。
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 ■利害関係人との取引状況等
当作成期中における利害関係人との取引はありません。

 ■売買および取引の状況
投資信託受益証券

（2025年11月12日から2026年 5 月11日まで）
買　　　　　　付 売　　　　　　付

口　　　数 金　　　額 口　　　数 金　　　額

国　
　

内

千口 千円 千口 千円
ＢＮＰパリバ・クリーンテック関連株式ファンド
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） ― ― 142, 522. 342 280, 000 

ＢＮＰパリバ・グリーンボンド・ファンド
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） ― ― 223, 514. 974 310, 000 

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）金額の単位未満は切捨て。

 ■組入資産明細表
 ファンド・オブ・ファンズが組み入れた邦貨建ファンド
の明細

ファンド名 当　　　期　　　末
口　数 評価額 比　率

千口 千円 ％
国内投資信託受益証券
ＢＮＰパリバ・クリーンテック関連
株式ファンド（為替ヘッジなし）
（適格機関投資家専用）

1, 487, 774. 522 3, 168, 810 51. 6 

ＢＮＰパリバ・グリーンボンド・
ファンド（為替ヘッジなし）
（適格機関投資家専用）

2, 073, 207. 108 2, 927, 783 47. 7 

合 計
口 数 、 金 額 3, 560, 981. 63 6, 096, 594 
銘 柄 数 ＜ 比 率＞ 2 銘柄 ＜99. 3％＞ 

（注 1）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注 2）評価額の単位未満は切捨て。

 ■資産、負債、元本および基準価額の状況
2026年 5 月11日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 6, 176, 536, 367円

コール・ローン等 79, 942, 336
投資信託受益証券（評価額） 6, 096, 594, 031

（Ｂ）負債 36, 728, 714
未払解約金 2, 127, 909
未払信託報酬 34, 353, 150
その他未払費用 247, 655

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 6, 139, 807, 653
元本 3, 730, 244, 880
次期繰越損益金 2, 409, 562, 773

（Ｄ）受益権総口数 3, 730, 244, 880口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 16, 460円

＊ 期首における元本額は4, 095, 825, 277円、当作成期間中における追加設定元本額
は69, 113, 911円、同解約元本額は434, 694, 308円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は16, 460円です。

 ■投資信託財産の構成
2026年 5 月11日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
投資信託受益証券 6, 096, 594 98. 7 
コール・ローン等、その他 79, 942 1. 3 
投資信託財産総額 6, 176, 536 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

＊ 同じ銘柄名が複数表示される場合、同一銘柄名であっても市場や通貨等が異なる
場合があります。また、銘柄名称が長い場合、名称の一部が表記されない場合が
あります。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（資産成長型）

 ■損益の状況
当期  自 2025年11月12日  至 2026年 5 月11日

項　　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 249, 110円

受取利息 249, 110
（Ｂ）有価証券売買損益 440, 198, 717

売買益 452, 345, 889
売買損 △ 12, 147, 172

（Ｃ）信託報酬等 △ 34, 600, 805
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 405, 847, 022
（Ｅ）前期繰越損益金 1, 194, 278, 931
（Ｆ）追加信託差損益金 809, 436, 820

（配当等相当額） （ 586, 781, 666）
（売買損益相当額） （ 222, 655, 154）

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 2, 409, 562, 773
次期繰越損益金（Ｇ） 2, 409, 562, 773
追加信託差損益金 809, 436, 820
（配当等相当額） （ 586, 781, 666）
（売買損益相当額） （ 222, 655, 154）
分配準備積立金 1, 600, 125, 953

（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3） 収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

  《お知らせ》
  ■投資対象ファンドの名称変更について
　2026年 4月24日付で、投資対象ファンドの名称を以下の通り変更しました。
　・変更前：アクサ ＩＭクリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
　・変更後：ＢＮＰパリバ・クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
　・変更前：アクサ ＩＭグリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
　・変更後：ＢＮＰパリバ・グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）

■収益分配金の計算過程（総額）
項　　　　目 当　　　期

（ａ）経費控除後の配当等収益 228, 350円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 405, 618, 672　
（ｃ）収益調整金 809, 436, 820　
（ｄ）分配準備積立金 1, 194, 278, 931　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 2, 409, 562, 773　
（ｆ）分配金  0　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 2, 409, 562, 773　
（ｈ）受益権総口数 3, 730, 244, 880口
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（予想分配金提示型）

予想分配金提示型

決　　算　　期
基 準 価 額 投 資 信 託

受 益 証 券
組 入 比 率

純 資 産
総 　 額（分配落） 税 込 み

分 配 金
期 　 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ 百万円
9期末（2024年 5 月13日） 11, 736 450 17. 7 98. 7 4, 087 
10期末（2024年11月11日） 11, 382 400 0. 4 94. 0 3, 744 
11期末（2025年 5 月12日） 10, 586 300 △ 4. 4 95. 3 3, 073 
12期末（2025年11月11日） 11, 453 400 12. 0 93. 9 3, 106
13期末（2026年 5 月11日） 11, 811 450 7. 1 94. 4 3, 044 

（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

 最近5期の運用実績
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（予想分配金提示型）
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基準価額等の推移について 

運用経過

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（円）

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

12, 500

12, 000

11, 500

11, 000

10, 500
期　首

（2025. 11. 11）
期　末

（2026. 5. 11）

（億円）
80

60

40

20

0
12月 2026年

1 月
2 月 3 月 4 月

（注）分配金再投資基準価額は、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。

■基準価額・騰落率
期　首：11, 453円
期　末：11, 811円（分配金450円）
騰落率：7. 1％（分配金込み）

■基準価額の主な変動要因
当作成期の基準価額は、保有株式の上昇や、為替相場で米ドルやユーロが対円で上昇（円安）し
たことがプラス寄与したことなどから、上昇しました。

■組入ファンドの当作成期中の騰落率と期末の組入比率
組入ファンド 騰落率 比　率

ＢＮＰパリバ・クリーンテック関連株式ファンド
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） 11. 5％ 48. 1％

ＢＮＰパリバ・グリーンボンド・ファンド
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） 3. 8％ 46. 3％
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（予想分配金提示型）

 年　　　月　　　日
基　　　準　　　価　　　額 投 資 信 託

受 益 証 券
組 入 比 率騰　　落　　率

円 ％ ％
（期首）2025年11月11日 11, 453 ― 93. 9

11月末 11, 481 0. 2 99. 4
12月末 11, 487 0. 3 99. 0

2026年 1 月末 11, 472 0. 2 99. 1
2 月末 11, 801 3. 0 99. 1
3 月末 11, 167 △ 2. 5 99. 4
4 月末 12, 135 6. 0 99. 0

（期末）2026年 5 月11日 12, 261 7. 1 94. 4
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（予想分配金提示型）
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投資環境について （2025. 11. 12 ～ 2026. 5. 11）

■グローバル株式市況
グローバル株式市況は上昇しました。
米国株式市況は、当作成期首より、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）の利下げ観測や半導体・
ＡＩ（人工知能）関連企業の好業績を背景に、上昇しました。2026年 1 月以降は、経済指標の改善
やインフレ沈静化が下支えとなった一方、「ＡＩ脅威論」や地政学リスクの高まりを受けて、株価
は一時的に方向感に欠ける場面も見られました。その後、 3月以降は中東情勢の緊迫化により先行
き不透明感が強まり調整する局面もありましたが、総じてＡＩ・半導体関連株の上昇がけん引し、
米国株式市場は当作成期を通じて上昇し、当作成期末を迎えました。欧州では、ＥＣＢ（欧州中央
銀行）が慎重な金融政策姿勢を維持する中、金利動向や地政学リスクの影響を受けて推移しまし
た。当作成期首より、米国株式市場の上昇に連動する場面も見られましたが、当作成期末にかけて
は、中東情勢の悪化やエネルギー価格上昇によるインフレ懸念が重しとなり、米国に比べると相対
的に上値の重い展開となりました。
■グローバル債券市況
グローバル債券市場では、金利は上昇（債券価格は下落）しました。
グローバル債券市場では、当作成期首以降、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）の利下げの決定
やさらなる追加利下げを示唆したことにより、米国金利は一時的に低下（債券価格は上昇）したも
のの、米国経済の底堅さを背景に2025年末にかけて上昇しました。一方、欧州では、ＥＣＢ（欧州
中央銀行）が政策金利の据え置きを継続し様子見姿勢を維持したことから、金利は同年末まで上昇
基調で推移しました。その後、2026年 1 月には、ＦＲＢの独立性への懸念などから金利は上昇しま
したが、 2月には景気先行き不安が意識され、金利は低下しました。当作成期末にかけては、中東
情勢の緊迫化による原油価格の上昇を受け、インフレ懸念が強まり、金利は再び上昇基調となりま
した。特に欧州では、原油依存度の高さからインフレ上昇懸念が高まり、利上げが意識されたこと
から金利は大きく上昇しました。
グリーンボンド市場の代表的指数である ICE BofA グリーンボンド指数は、スプレッド（国債に
対する上乗せ金利）は縮小したものの、金利が上昇したことから、トータルリターンはほぼ横ばい
となりました。
■為替相場（米ドル／円、ユーロ／円）
対円で米ドル、ユーロはともに上昇（円安）しました。
対円為替相場は、当作成期首以降、自民党総裁選挙の結果を受けて積極財政への期待や緩和的な
金融環境が続くとの見方が広がり、リスク選好度の高まりから円安が進行しました。2026年 1 月に
は、衆議院解散を受けて積極財政が推進されるとの思惑から円安が進む場面も見られた一方で、日
米両国当局によるレートチェック観測を受け、円高に振れる局面もありました。 2月には、日本政
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（予想分配金提示型）
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府・日銀の緩和的姿勢などが意識され、再び円安が進行しました。 3月には、中東情勢の緊迫化を
背景にリスク回避姿勢が強まり、米ドルは幅広い通貨に対して上昇しました。 4月は、中東情勢の
長期化による原油価格高止まり懸念から円安圧力が高まり、 4月末から当作成期末にかけて、日銀
の米ドル売り／円買い介入が実施された観測が支配的となったものの、影響は限定的にとどまりま
した。ユーロは、ＥＣＢ（欧州中央銀行）が政策金利据え置き姿勢を維持した後、原油高によるイ
ンフレ懸念の高まりなどから利上げ観測が高まり、対円で堅調に推移しました。

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
純資産総額に対して、「クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）」の組入比率を

50％程度、「グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）」の組入比率を50％程度とすることを
めざします。
※クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）：ＢＮＰパリバ・クリーンテック関連株
式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
　グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）：ＢＮＰパリバ・グリーンボンド・ファンド
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）

■クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）
当ファンドは、「地球温暖化対策」、「環境汚染防止」、「廃棄物処理・資源有効利用」、「持続可能

な食糧供給」、「革新的な技術基盤」などのテーマに着目して、これらの分野で優れた技術を有し、
その技術を事業化している企業に投資を行います。環境産業は、環境への世界的な関心の高まりに
加え、新たなテクノロジーの出現や政府および国際機関による政策的後押しなどによってさらなる
投資機会が創出されるものと期待されます。引き続き、高い技術力と競争優位性のある質の高いク
リーンテック関連企業に投資することにより、地球環境を守るための政策の後押しや人々の行動の
変化を背景に長期的な成長が期待できると考えます。
■グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）

当ファンドは、グリーンボンド、すなわち二酸化炭素の排出量削減や再生可能エネルギー発電能
力の増強など、環境にやさしいプロジェクト向けの資金調達を目的として発行された公社債に投資
を行います。資金使途を環境分野へ限定したグリーンボンドは、近年、環境意識の高まりなどから
発行体の数が増加し、発行する業種にも多様化が見られます。グリーンボンドは、市場規模の拡大
に伴い、今後注目が高まる投資資産と考えています。当ファンドでは、クレジット分析などの一般
的な債券分析の手法に加えて、ＥＳＧ（環境・社会・ガバナンス）の観点からも銘柄を選定するこ
とで優良なグリーンボンドへの投資を行い、安定したリターンを獲得することをめざしていく方針
です。
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ポートフォリオについて （2024. 5. 14 ～ 2024. 11. 11）ポートフォリオについて （2024. 11. 12 ～ 2025. 5. 12）

■当ファンド
当ファンドは、「クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）」および「グリーンボン

ド・ファンド（為替ヘッジなし）」へ投資するファンド・オブ・ファンズです。当作成期は、純資
産総額に対して、「クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）」の組入比率を50％程
度、「グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）」の組入比率を50％程度、組み入れました。
■クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）

当ファンドは、「地球温暖化対策」、「環境汚染防止」、「廃棄物処理・資源有効利用」、「持続可能
な食糧供給」、「革新的な技術基盤」などのテーマに着目して、これらの分野で優れた技術を有し、
その技術を事業化している企業に投資を行います。
「地球温暖化対策」では米国の再生可能エネルギー大手のネクステラ・エナジー、「環境汚染防
止」では水技術ソリューションを提供するザイレム、「廃棄物処理・資源有効利用」では米国の廃
棄物処理業者ウエイスト・マネジメント、「革新的な技術基盤」では米国の半導体企業エヌビディ
アなどの企業に投資しました。
■グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）

当ファンドは、グリーンボンド、すなわち二酸化炭素の排出量削減や再生可能エネルギー発電能
力の増強など、環境にやさしいプロジェクト向けの資金調達を目的として発行された公社債に投資
を行います。通貨別では、ユーロ建てが最も多く、次いで米ドル建てなどに投資しました。債券種
別配分では社債を多めに配分しました。地域別では、欧州周辺国への配分を市場平均よりもやや多
めとし、新興国については引き続きチリなどを中心に配分しました。

ポートフォリオについて （2025. 11. 12 ～ 2026. 5. 11）

当ファンドは、「ＥＳＧファンド（インパクトファンド）＊」です。
＊ ＥＳＧファンドとは、ＥＳＧを投資対象選定の主要な要素としており、その内容に関する開示が
可能なファンドです。
＊ ＥＳＧファンドのうち、経済的リターンと並行して社会や環境にポジティブなインパクトをもた
らす、いわゆる「社会的リターン」の獲得をめざすファンドを特に「インパクトファンド」と定
義しています。
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〇ＥＳＧの観点により選定した銘柄への投資比率について
・ 「クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）」の主要投資対象である「ＢＮＰパリ
バ・クリーンテック関連株式マザーファンド」において、ＥＳＧの観点により選定した銘柄に
常に純資産総額の70％以上投資を行います。

ＥＳＧの観点により選定した銘柄の組入比率の推移

※比率は「ＢＮＰパリバ・クリーンテック関連株式マザーファンド」の純資産総額に対する比率です。
　出所：ＢＮＰパリバ・アセットマネジメント

98. 4％ 97. 6％ 98. 1％ 97. 9％ 97. 8％ 97.8％

70％

0. 0％

50. 0％

100. 0％

2025年
11月末

2026年
1 月末

12月末 2月末 3月末 4月末

・ 「グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）」の主要投資対象である「ＢＮＰパリバ・グ
リーンボンド・マザーファンド」において、ＥＳＧの観点により選定した銘柄に常に純資産総
額の75％以上投資を行います。

ＥＳＧの観点により選定した銘柄の組入比率の推移

※比率は「ＢＮＰパリバ・グリーンボンド・マザーファンド」の純資産総額に対する比率です。
　出所：ＢＮＰパリバ・アセットマネジメント

2025年
11月末

2026年
1 月末

12月末 2月末 3月末 4月末

96. 3％ 97. 9％ 98. 1％ 93. 4％ 97. 6％ 98. 2％

75％

0. 0％

50. 0％

100. 0％

〇インパクトの達成状況について
当ファンドのインパクトの達成状況の概要（2025年12月末時点、出所：ＢＮＰパリバ・アセッ
トマネジメント）は次のとおりです。
・ 「ＢＮＰパリバ・クリーンテック関連株式マザーファンド」への100万ユーロの投資は、年間
当たり140トンのCO2 排出削減効果をもたらしました（※ 1）。
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　（※ 1） 投資先企業が属する業種の排出量平均と投資先企業の排出量を投資金額100万ユーロ当
たりの数値で比較し、平均より下回った分を当該企業の削減量とし、保有ウエートで
加重平均して算出しています。

・ 「ＢＮＰパリバ・グリーンボンド・マザーファンド」への100万ユーロの投資は、年間当たり
56トンのCO2 排出削減効果をもたらしました（※ 2）。
　（※ 2） 外部機関が算定した投資先債券のCO2 削減量をもとに、保有ウエートで加重平均して

算出しています。

当ファンドのインパクトの達成状況の詳細については、別途「インパクトレポート」を作成
し、大和アセットマネジメント（以下「当社」といいます。）ウェブサイトにて公開しておりま
す。表紙に記載の方法で当社ウェブサイトより当ファンドを選択いただき、「ファンドに関する
お知らせ一覧」からご覧ください。

〇組入ファンドの運用会社がスチュワードシップ方針に沿って実施した行動について
組入ファンドの運用会社であるＢＮＰパリバ・アセットマネジメントは、お客さまにとって受
動的なパートナーではなく、お客さまに代わって資産を運用するアクティブオーナーです。同社
のスチュワードシップ戦略は、長期的に企業業績やお客さまの資産価値に大きな影響を与える可
能性がある懸念事項を提起し、お客さまの投資を保護することを目的としています。同社は、投
資リスクの低減、リターンの向上、そして社会と環境へのポジティブなインパクトの実現に努め
ています。

ＢＮＰパリバ・アセットマネジメントがスチュワードシップ方針に沿って実施した行動の概要
は次のとおりです。

・過去 1年間に行ったエンゲージメント活動におけるテーマ内訳（2026年 4 月末時点）

注）四捨五入の関係で0. 0％となったテーマや実際に 0％のテーマについては、グラフには表示しておりません。
※スチュワードシップ活動の活動件数（暦年）については、後述のウェブサイトに掲載される報告書をご覧ください。

ＢＮＰパリバ・クリーンテック
関連株式マザーファンド

ＢＮＰパリバ・グリーンボンド・
マザーファンド

21. 0％
2. 0％

58. 0％

28. 0％

5. 0％

7. 0％

3. 0％

25. 0％

23. 0％
10. 0％

12. 0％

5. 0％

気候変動
自然資本と生態系
人的資本
人権
公衆衛生
コーポレート・ガバナンス
企業倫理

（出所：ＢＮＰパリバ・アセットマネジメント）
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分配金について

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。

ベンチマークとの差異について

当作成期の 1万口当り分配金（税込み）は下記「分配原資の内訳（ 1万口当り）」の「当期分配金
（税込み）」欄をご参照ください。
収益分配金の決定根拠は下記「収益分配金の計算過程（ 1万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

 ■収益分配金の計算過程（ 1万口当り）
項 目 当 期

（ａ）経費控除後の配当等収益 0. 44円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 807. 71　
（ｃ）収益調整金 939. 56　
（ｄ）分配準備積立金 513. 75　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 2, 261. 47　
（ｆ）分配金 450. 00　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 1, 811. 47　
（注） を付した該当項目から分配金を計上しています。

 ■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2025年11月12日
～2026年 5 月11日

当期分配金（税込み） （円） 450 
対基準価額比率 （％） 3. 67 
当期の収益 （円） 450 
当期の収益以外 （円） ―  

翌期繰越分配対象額 （円） 1, 811 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注 4） 投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価
額を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお
支払いすることはございません。

ＢＮＰパリバ・アセットマネジメントのスチュワードシップ方針やスチュワードシップ活動
の詳細については、同社のウェブサイトをご覧ください。
https://www.bnpparibas-am.com/ja-jp/capabilities/investing-sustainably/
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今後の運用方針

■当ファンド
純資産総額に対して、「クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）」の組入比率を

50％程度、「グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）」の組入比率を50％程度とすることを
めざします。
■クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）

当ファンドは、「地球温暖化対策」、「環境汚染防止」、「廃棄物処理・資源有効利用」、「持続可能
な食糧供給」、「革新的な技術基盤」などのテーマに着目して、これらの分野で優れた技術を有し、
その技術を事業化している企業に投資を行います。環境産業は、環境への世界的な関心の高まりに
加え、新たなテクノロジーの出現や政府および国際機関による政策的後押しなどによってさらなる
投資機会が創出されるものと期待されます。引き続き、高い技術力と競争優位性のある質の高いク
リーンテック関連企業に投資することにより、地球環境を守るための政策の後押しや人々の行動の
変化を背景に長期的な成長が期待できると考えます。
■グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）

当ファンドは、グリーンボンド、すなわち二酸化炭素の排出量削減や再生可能エネルギー発電能
力の増強など、環境にやさしいプロジェクト向けの資金調達を目的として発行された公社債に投資
を行います。資金使途を環境分野へ限定したグリーンボンドは、近年、環境意識の高まりなどから
発行体の数が増加し、発行する業種にも多様化が見られます。グリーンボンドは、市場規模の拡大
に伴い、今後注目が高まる投資資産と考えています。当ファンドでは、クレジット分析などの一般
的な債券分析の手法に加えて、ＥＳＧ（環境・社会・ガバナンス）の観点からも銘柄を選定するこ
とで優良なグリーンボンドへの投資を行い、安定したリターンを獲得することをめざしていく方針
です。
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1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2025. 11. 12～2026. 5. 11） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬 66円 0. 567％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は11, 587円です。

（投 信 会 社） （20） （0. 175）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社） （44） （0. 382）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社） （1） （0. 011） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 ― ―
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税 ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 0 0. 004 その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監 査 費 用） （0） （0. 004） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合　　　　 計 66 0. 571

（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1. 72％です。

総経費率
1. 72％

運用管理費用
（投信会社）
0. 35％

運用管理費用
（販売会社）
0. 77％

運用管理費用
（受託会社）
0. 02％

その他費用
0. 01％

運用管理費用
0. 51％

運用管理費用以外
0. 05％

　投資先
ファンド
0. 56％　

当ファンド
1. 15%

総経費率　（　①　＋　②　＋　③　） 1. 72％
①当ファンドの費用の比率 1. 15％
②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0. 51％
③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0. 05％

（注 1）投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）投資先ファンドにおいて、上記以外に含まれていない費用は認識しておりません。
（注 4）各比率は、年率換算した値です。
（注 5）①の費用は、 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 6）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。
（注 7）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注 8）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（予想分配金提示型）

 ■利害関係人との取引状況等
当作成期中における利害関係人との取引はありません。

 ■売買および取引の状況
投資信託受益証券

（2025年11月12日から2026年 5 月11日まで）
買　　　　　　付 売　　　　　　付

口　　　数 金　　　額 口　　　数 金　　　額

国　
　

内

千口 千円 千口 千円
ＢＮＰパリバ・クリーンテック関連株式ファンド
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） 43, 840. 901 84, 100 120, 649. 885 250, 100 

ＢＮＰパリバ・グリーンボンド・ファンド
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） 64, 716. 183 88, 700 137, 945. 818 192, 300 

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）金額の単位未満は切捨て。

 ■組入資産明細表
 ファンド・オブ・ファンズが組み入れた邦貨建ファンド
の明細

ファンド名 当　　　期　　　末
口　数 評価額 比　率

千口 千円 ％
国内投資信託受益証券
ＢＮＰパリバ・クリーンテック関連
株式ファンド（為替ヘッジなし）
（適格機関投資家専用）

688, 051. 286 1, 465, 480 48. 1 

ＢＮＰパリバ・グリーンボンド・
ファンド（為替ヘッジなし）
（適格機関投資家専用）

997, 742. 531 1, 409, 012 46. 3 

合 計
口 数 、 金 額 1, 685, 793. 817 2, 874, 492 
銘 柄 数 ＜ 比 率＞ 2 銘柄 ＜94. 4％＞ 

（注 1）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注 2）評価額の単位未満は切捨て。

 ■投資信託財産の構成
2026年 5 月11日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
投資信託受益証券 2, 874, 492 90. 5 
コール・ローン等、その他 302, 864 9. 5 
投資信託財産総額 3, 177, 356 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

 ■資産、負債、元本および基準価額の状況
2026年 5 月11日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 3, 177, 356, 701円

コール・ローン等 302, 864, 265
投資信託受益証券（評価額） 2, 874, 492, 436

（Ｂ）負債 133, 340, 820
未払収益分配金 115, 972, 535
未払信託報酬 17, 244, 009
その他未払費用 124, 276

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 3, 044, 015, 881
元本 2, 577, 167, 449
次期繰越損益金 466, 848, 432

（Ｄ）受益権総口数 2, 577, 167, 449口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 11, 811円

＊ 期首における元本額は2, 712, 445, 636円、当作成期間中における追加設定元本額
は39, 910, 680円、同解約元本額は175, 188, 867円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は11, 811円です。

＊ 同じ銘柄名が複数表示される場合、同一銘柄名であっても市場や通貨等が異なる
場合があります。また、銘柄名称が長い場合、名称の一部が表記されない場合が
あります。
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 収 益 分 配 金 の お 知 ら せ
1 万 口 当 り 分 配 金 （税 込 み） 450円

●〈分配金再投資コース〉をご利用の方の税引き分配金は、決算日現在の基準価額に基づいて自動的に再投資いたしました。

・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）
を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。

 ■損益の状況
当期  自 2025年11月12日  至 2026年 5 月11日

項　　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 123, 376円

受取利息 123, 376
（Ｂ）有価証券売買損益 225, 520, 492

売買益 227, 814, 005
売買損 △ 2, 293, 513

（Ｃ）信託報酬等 △ 17, 368, 285
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 208, 275, 583
（Ｅ）前期繰越損益金 132, 404, 494
（Ｆ）追加信託差損益金 242, 140, 890

（配当等相当額） （ 120, 586, 414）
（売買損益相当額） （ 121, 554, 476）

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 582, 820, 967
（Ｈ）収益分配金 △ 115, 972, 535

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） 466, 848, 432
追加信託差損益金 242, 140, 890
（配当等相当額） （ 120, 586, 414）
（売買損益相当額） （ 121, 554, 476）
分配準備積立金 224, 707, 542

（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3） 収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項　　　　目 当　　　期

（ａ）経費控除後の配当等収益 114, 692円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 208, 160, 891　
（ｃ）収益調整金 242, 140, 890　
（ｄ）分配準備積立金 132, 404, 494　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 582, 820, 967　
（ｆ）分配金 115, 972, 535　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 466, 848, 432　
（ｈ）受益権総口数 2, 577, 167, 449口

  《お知らせ》
  ■投資対象ファンドの名称変更について
　2026年 4月24日付で、投資対象ファンドの名称を以下の通り変更しました。
　・変更前：アクサ ＩＭクリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
　・変更後：ＢＮＰパリバ・クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
　・変更前：アクサ ＩＭグリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
　・変更後：ＢＮＰパリバ・グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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